
Y SAPIX event report

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る

〝
多
様
性
〞

　

こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
1
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G
C
S
Y
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、

第
2
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A
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P
r
o
g
r
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説
明
会

と
い
う
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Y-

S
A
P

I
X
生
や
S
A
P
I
X
小
学
部
、
中
学
部
、
プ

リ
バ
ー
ト
に
通
う
生
徒
と
保
護
者
が
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
1
部 

G
C
S
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 a
t

H
a
r
v
a
r
d
報
告
会
の「
G
C
S
Y
」

と
は「
G
l
o
b
a
l 
C
i
t
i
z
e
n
s
 

S
u
m
m
i
t f
o
r
 Y
o
u
t
h
」の
頭

文
字
で
、
ア
メ
リ
カ
の
N
P
O
法
人
G
C
I

（
G
l
o
b
a
l 
C
i
t
i
z
e
n
s

I
n
i
t
i
a
t
i
v
e
）が
今
年
8
月
2
日

か
ら
1
週
間
に
わ
た
り
主
催
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。世
界
各
国
か
ら
24
名
の
生
徒
が
集
ま
り
、

1
週
間
か
け
て「
自
由
と
平
等
」に
つ
い
て
、

英
語
で
討
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

第
1
部
の
冒
頭
で
高
宮
敏
郎
S
A
P
I
X
・

代
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
共
同
代
表
よ
り
「
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

挨
拶
が
行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
上
場
し
て
い
る

時
価
総
額
の
大
き
い
企
業
ト
ッ
プ
25
の
う
ち
、

ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
な
ど
15
社
が
移
民
お
よ

び
そ
の
2
世
に
よ
る
創
業
で
あ
る
こ
と
、名
門
・

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
「
学
生
の
多
様
性

重
視
」
を
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
掲

げ
、
ア
メ
リ
カ
の
50
州
す
べ
て
と
世
界
80
ヵ
国

か
ら
学
部
に
学
生
を
集
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
ア
メ
リ
カ
の
強
み
は
そ
の
多
様
性
に
あ
る
」

と
分
析
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ

る
力
は
《
多
様
性
》
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

自
由
度
の
高
い
学
び
の
背
景
に
責

任
感
と
自
己
主
張
を
育
む
環
境

　

続
い
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
周
辺
6
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
お
よ
び
説
明
会
の
視

察
と
、「
G
C
S
Y
」の
引
率
を
担
当
し
た
中

川
芙
美
子
先
生
か
ら
の
報
告
に
移
り
ま
し
た
。

視
察
報
告
で
は
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
、マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
、
ボ
ス
ト
ン
カ

レ
ッ
ジ
、
ボ
ス
ト
ン
大
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
の

「GCSY」の参加レポートを行う杉本彩
緒さん（左）、瀧川晃弘さん（右）

1部の冒頭で挨拶する高宮敏郎SAPIX・代ゼミグ
ループ共同代表。「グローバル社会で求められる力
は《多様性》によって生み出される」

Y-SAPIX、SAPIX小学部・中学部、
プリバートの生徒およびその保護者が
会場に集まった

8月24日（日）＠代々木ゼミナール本部校 代ゼミタワー

YGC Summer Seminar
8月24日（日）に代々木ゼミナール本部校 代ゼミタワーで開催された

「YGC Summer Seminar」の様子をレポートする。
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様
子
を
説
明
し
た
う
え
で
、「
視
察
し
た
大
学

で
は
そ
れ
ぞ
れ
自
由
度
の
高
い
教
育
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
機
能
す
る
背
景
と
し
て
、
学

生
の
責
任
感
と
、
し
っ
か
り
と
自
己
主
張
で
き

る
能
力
を
育
む
環
境
が
整
っ
て
い
る
」と
評
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
視
察
し
た
大
学
で
は
伝

統
と
独
自
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
海
外
の
大
学
も
進
学
先

と
し
て
見
て
い
け
ば
、
日
本
の
高
校
生
も
選
択

肢
が
グ
ッ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
か
」と
提
言

し
て
、
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
G
C
S
Y
」に
参
加
し
た
杉
本

彩
緒
さ
ん
、
瀧
川
晃
弘
さ
ん
両
名
に
よ
る
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た（
詳
細
は
P 

17
を
参
照
）。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
並
に
話
す
だ
け
で
は

な
く
英
語
で
「
何
を
語
る
か
」
が

問
わ
れ
る

　

第
2
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G
C
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a
d
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i
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E
n
g
l
i
s
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P
r
o
g
r
a
m
説
明
会

で
は
、
赤
嶺
修
一
郎
Y
G
C
本
部
長
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
説
明
、
そ
の
後
、
実
際
の

様
子
を
伝
え
る
模
擬
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
嶺
本
部
長
は
日
本
お
よ
び
世
界
各
国
が
取
り

組
む
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
向
け
た
動

き
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
大
学
入
試
の
変
化
に

触
れ
た
上
で
、「
英
語
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
並
に
上

達
さ
せ
る
こ
と
だ
け
が
目
標
で
は
な
く
、
英
語

で
何
を
語
る
の
か
に
焦
点
を
あ
て
た
い
」と
し

て
、論
理
的
思
考
力
や
自
ら
問
い
を
立
て
る
力
、

自
国
の
文
化
・
社
会
お
よ
び
異
文
化
へ
の
理
解

を
育
む
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

Y
G
C（
Y-

S
A
P
I
X
 G
l
o
b
a
l 

C
a
m
p
u
s
）
は
来
春
か
ら
海
外
大
学

進
学
の
た
め
の
講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
が
、
こ
の
日
説
明
さ
れ
た
Y
G
C
 

A
c
a
d
e
m
i
c 
E
n
g
l
i
s
h 

P
r
o
g
r
a
m
は
そ
の
準
備
講
座
と
い
う

位
置
づ
け
で
す
。
実
施
会
場
は
Y
G
C
代
々

木
キ
ャ
ン
パ
ス（
最
寄
り
駅
J
R
代
々
木
駅
・

小
田
急
線
南
新
宿
駅
）。
今
年
9
月
か
ら
来
年

の
2
月
ま
で
、
月
2
回
×
6
カ
月
の
全
12
回
で

（
※
）、
独
自
の
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
海
外
の
映

像
授
業
を
用
い
て
、
各
月
ご
と
に
設
定
さ
れ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
で
英
語
力
・
思
考
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
赤
嶺
本
部
長
の

話
し
た「
英
語
で
何
を
語
る
か
」を
重
視
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

英
語
力
に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
で
英

米
の
高
等
学
校
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
特
徴
的
な
の
は
、
対
象
の

中
学
3
年
生
〜
高
校
2
年
生
を「
無
学
年
制
で
、

英
語
力
に
よ
っ
て
」2
ク
ラ
ス
に
分
け
る
と
い

う
仕
組
み
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
英
検
準
1
級
以
上

レ
ベ
ル（
授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
う
）、
英

検
2
級
程
度
レ
ベ
ル（
授
業
は
英
語
と
日
本
語

で
行
う
）と
い
う
ク
ラ
ス
編
成
で
す
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
担
当
者
の
解
説
に
よ

る
と
、「
生
徒
を
中
心
に
意
見
が
活
発
に
飛
び

交
う
講
座
」で
、「
世
界
の
中
の
自
分
の
立
ち

位
置
を
見
つ
め
直
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
少
し

難
易
度
の
高
い
社
会
的
な
テ
ー
マ
を
論
理
的
に

考
え
、
英
語
で
自
信
を
持
っ
て
表
現
で
き
る
こ

と
を
目
指
す
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
模
擬
授
業
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
交

え
て
会
場
の
参
加
者
を
対
象
に
本
番
さ
な
が
ら

の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

講
師
が「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
」

「
日
本
人
の
特
質
は
何
か
？
」な
ど
の
問
い
を

参
加
者
に
投
げ
か
け
、
英
語
を
中
心
と
し
た
質

疑
応
答
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
て
い
く
と
い
う

流
れ
で
模
擬
授
業
は
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
も
実
際
に
模
擬
授
業
を
体
験
し
た
こ
と
に
よ

り
、「
英
語
力
・
思
考
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
」を
目
指
す
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣

旨
は
十
分
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

YGC Summer Seminar

Global Citizens Summit for Youth（GCSY）とは？

特別講座 ”YGC Academic English Program”

審査を経て世界から24名の高校生が集い、1週間をかけて未来のリーダー養成を目指すさまざまなワークショップを英
語で行う。1人の教員と少人数の生徒が楕円状のテーブルを囲み、質疑応答を活発に行う「ハークネス法」によって学ぶ
手法を採っている。

Demonstrating Japanese Culture in English～世界に発信しよう、日本の文化～
【A日程】11月10・17日(月 )　【B日程】11月11・18日(火 )　＜19 :00～20 :30＞

Global Declining Birth Rate and Aging Society ～少子高齢社会の未来～
【A日程】12月8・15日(月 )　【B日程】12月9・16日(火 )　＜19 :00～20 :30＞

※ご好評につき、クラスを増設しました。　※申込方法・申込期間はホームページをご確認ください。

http://www.ygc.y-sapix.com

☎03-3379-7771
（日本時間 土日・祝日を除く11：00～18：00）

11月

12月

GCSY 2014 at Harvard
参加者にインタビュー!!

瀧川 晃弘さん（高校1年生）

GCSYでできた世界とのつながりは
今も大切にしています。

1636年創立という北アメリカ最古の大学だけあり、ハーバード大学は伝統を感じ

させるたたずまいでした。世界的に知名度の高いこともあり、大勢の観光客の姿も

印象に残っています。自由時間の合間に、フランス・アメリカからの参加者と社会

保障について話して、それぞれの違いについて理解が深まりました。こうした機会

があるのもGCSYならではで、貴重な体験でし

た。ディスカッションでは他国の参加者は1人

で何度も発言をするなど積極的で、自分も見習

いたいと思いました。GCSYを終えて2週間以

上が経ちましたが、世界中の参加者たちとの連

絡は今でも取り合っています。

杉本 彩緒さん（高校1年生）

ディスカッションを通して
海外の参加者との交流を深めました。

初めてのアメリカ行きで多少の不安もありましたが、事前に海外の参加者たちと

フェイスブックを通じて連絡を取り合っていたおかげで、本番ではみんなとのコ

ミュニケーションもスムーズでした。自由時間に日本語を勉強している方に日本文

化について説明したり、逆にディスカッションや講義で私が分からなかったことを

教えていただいたりと、交流を深めることがで

きました。グループでテーブルを囲んで行った、

詩や神話をテーマとしたディスカッション、「核

廃絶」のテーマで行ったグループプレゼンテー

ション、それぞれ英語で苦労もしましたが、良

い思い出です。

マサチューセッツ工科大学

英語と日本語を交えて活発な
質疑応答が飛び交った模擬授業

、
※
＝
6   
4
8
0
円（
税
込
）／
月 

ひ
と
月
の

み
の
受
講
も
可
能
。


